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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月16日(2017.2.16)

【公開番号】特開2014-209185(P2014-209185A)
【公開日】平成26年11月6日(2014.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-061
【出願番号】特願2014-15225(P2014-15225)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/31     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/00     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    9/31     　　　Ｃ
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３５０　
   Ｆ２１Ｙ  101:00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月10日(2017.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　調光制御装置１４０は、第１遮光部材４１の第１遮光板４１ａと、第２遮光部材４２の
第１遮光板４２ａを、第１インテグレーターレンズ３１から射出される光束の径方向（Ｘ
軸方向）に移動させるスライド機構を備えている。また、第１遮光部材４１の第２遮光板
４１ｂと、第２遮光部材４２の第２遮光板４２ｂを、第１インテグレーターレンズ３１の
一辺に平行な軸（Ｚ軸）を中心に回転させる回転機構を備えている。第１遮光部材４１、
第２遮光部材４２は互いに独立に駆動可能である。第１遮光部材４１において第１遮光板
４１ａと第２遮光板４１ｂは互いに独立に駆動可能である。第２遮光部材４２において第
１遮光板４２ａと第２遮光板４２ｂは互いに独立に駆動可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）に示す調光装置では、第１遮光部材１０４１及び第２遮光部
材１０４２の回転軸は固定である。そのため、ランプ切れ等により１灯点灯状態となった
場合には、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように、射出光束１２ｄを第２遮光部材１０
４２のみで遮光して光量を調整することになる。そうすると、図６（ａ）に示す例では、
部分領域３１ｄにおいて第２遮光部材１０４２側に位置する３つのレンズ要素から射出さ
れる光束が一部のみ遮光された状態となる。そして、これらの光束が液晶ライトバルブ６
１～６３の画像形成領域で重畳されると、図６（ｃ）に示すように、画像形成領域６０の
一部領域６１ｘが暗くなって照度むらを生じる。また、図１に示すリレー光学系５４が反
転光学系である場合には、Ｂ光の照度むらがＲ光及びＧ光に対して反転した位置に現れる
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ため、合成画像に色むらを生じてしまう。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　第３遮光部材４４３は、第１遮光部材４４１の上段（＋Ｚ側）に配置され、第１インテ
グレーターレンズ１３１の部分領域１３１ｃにおける部分領域１３１ｄが設けられている
側と逆側（＋Ｘ側）の近傍に配置されている。第４遮光部材４４４は、第２遮光部材４４
２の上段（＋Ｚ側）に配置され、部分領域１３１ｄにおける部分領域１３１ｃが設けられ
ている側と逆側（－Ｘ側）の近傍に配置されている。第３遮光部材４４３と第４遮光部材
４４４とは、第１インテグレーターレンズ１３１を図示左右方向（Ｘ軸方向）に挟んで対
向する位置に設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　他の遮光部材は、第１インテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置され
てもよいし、内側にスライド移動した位置に配置されてもよい。例えば、図１３において
は、他の遮光部材は、第１インテグレーターレンズ１３１の外側に位置するように配置さ
れている。
　これにより、部分領域１３１ｂ，１３１ｄから射出された射出光束１１２ｂ，１１２ｄ
の断面形状が、図示上下方向（Ｚ軸方向）に対して線対称となり、その結果、第１インテ
グレーターレンズ１３１から射出された光束の形状が対称性を有することとなる。したが
って、上記のように遮光部材を配置することで、照度むらが生じることが抑制される。


	header
	written-amendment

